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寄贈作品：旧松方コレクションのタピスリー群
Donated　Works：Group　of　Tapestries　from　the
Former　Matsukata　Collection
本年度に糖業協会と口本興行銀行より順次占：贈された計6点のタピ
スリーは、いずれもかつて松方コレクションに属していたもので、同じ
くIH松方のビストルフィ彫刻作品群の寄贈とともに、国N71西洋．美術館
にとって格別の意味をもつものと言えよう。liP
　社IJ’i法人糖業協会に所蔵されていた作品（OA．2001－1）は、長い
あいだ東京・有楽田∫の糖業会館内に掛けられていた、t／他方、日本興
行銀行の作品（OA．2001－2～6）は、あまり人目に触れることも少ない
ままに所蔵されてきた，、松ノ∫幸次郎はフランク・ブラングィンの影響下
に、いわゆる絵画・彫刻などのX2一術作品とともに多数の一ll芸作品をヨ
ー ロッパで購人し、麻布台に建設予定の「共楽美術館」に「Il芸館」
を併設して展示する構想をもっていた、
　　しかし、現在までllミ泣西1’r）こ術館には松方山・来のn芸作品は所
蔵されておらずまた、’li館rl身のコレクション拡充構想のtliにも、エ　　　　レ羽．’レト・ヒ小レフピ・生と・・e”のL．：　N）　v　）　，IJ．U’1・ll．1磁r邸、・llli　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．，，，IIIill・d“Bistolfi．Sttl（（、　tc）i・”ノ．ik・rittr／IJ，，ttth．”d〔，ni）t（，d　b、．、1rs　Shigsuko　Egllvhi，S、2“1）1．T
芸作品を積極1’1〈Jに購人していこうという発想はほとんど見られなか
った　僅かな例外は、1二芸作品に多大な関心を抱いておられた故山
川智｛郎館長ll芋代に購人されたゴブラン織りのタピスリー（OA．
1977－Dや、梅原龍｛郎氏0）寄贈コレクションの中に含まれていたキ　　　　As　works　from　the　former　Matsukata　C（）11ectioi’i，　the　six　tap（，str’ies
ユクラデ纏（・A・1974－1・などわずかに4点緻えるのみである・　罵翻諜．1識、ll、1臨譜1舗膿嵩濃1翻燃
　　これら貴屯なタピスリーが寄贈されたことにより、’ll館のコレクショ　　　　sculptures　by　Lec）nardo　Bistolfi，　hold　special　meaning　for　the　NMWA．］1
ンの幅は飛躍的に広がった結果として、松方・1’1次郎が’iG初願って　　　One　tapestry（OA・2001－1）previously　owned　by　the　Sugar　ln（iustry
いたような、西洋）隻術を総合的に概観できる美術館に一歩近づいた　　　Associahonコnc’1　hunglo「Inひny　yea「s　in　the　Suga「in（lust「y　HlllL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　located　in　the　Yurakucho　district　of　Tokyo。　The　other　five　tai）estrles
と言えるかもしれない．．　　　　　　　　　　　　　　（高橋明也）　　　　（OA20（）1．2～6）1　received　from　The　ln〔lustrial　Bank　of　Japai1，　had　lxeen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　stored　for　many　yearS　and　rarely　displayed．
…．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　These　tapestries　originally　came　to　Japan　as　part　of　the　Matsuka【a
l廠ラ繍陥二饗」ノ騰繍1麟・望皇研究：　蕊繍・、溜二麟臨　1燃島器，ξ望麟留　1：l
　　　lll鵬1馳r醗見されたIH松ノ∫コレクシ。ンのレオナ・レド・ビストルフィ　　a「t　w°「ks　such　as　paintings　and　sculptures・Matsukata　ellvisl°IKi（1　a
　　　膨lll1・　群にv・，いで第・1・ll調僻［乏｛・～〉」rl・拉11聯進術飾胱紀刻　　D…rative　A・t・B・ildi”9・・Pa「t・f　the　Shee「Pleasu「e　A「ts　P・・ili・1）　h（．
　　　No．5、2001年、Pp，：15．，11；同［lj：発見されたll［松方コレクションのレオナ　　　　planned　to　t）uild　in　Tokyo「s　Azabudai　dist「ict・
　　　ルド・ビストルフィ彫刻作1tlltlll宕についてく第：llll調yffffM　i　i　i．〉」『国11え西洋　　　　　　Despite　there　ori　g．　in　al　i）osition　within　the　Matsukata（lollciction・
　　　庭術館研究紀要，l　N（》．6、2002年、PP．33－44、、　　　　　　　　　　　　　　　NMWA　collections　have　not　previ（）usly　included　decorative　arts　with　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Matsしlkata　provenance．　Also，　historicd’　11y，　little　priority　has　i）e（｝ll　placed
（》rl　the　active　purchaseぐ）f　decorative　arts　works　in　the　NMWA「s　overall
plans　to　enlarge　and　complet⊂　its　colle（ltiol）s．　There　are　only　four
exceptions　to　this　dearth　of　decorative　arts，　mcluding　a　Gobelin　tapestry
（OA，1977－1）purchased　un〔ler　the　tenure　of　Director　Chisal）ur（｝Y～uT〕ada，
kllown　for　his　immense　respect　for　decorative　arts，　and　the（：y（ゾθ‘〃‘1’〃
V（ls（・（（一）A．19741）iI】cluded　in　the　collection　donated　by　Rynzabur6
U「rlehara．
　　The　scope　of　the　NMWA　collections　will　broaden　dramalically
through　the　doIlation　of　these　I）recious　tapestries．　Wullight　ev（・ll　s（・e
this　donatioll　as　one　step　towards　the　realizatioIl　of　K6jir6　Matsllkatl1†s
vision　of　a　museum　where　the　visitor　c〔lll　enl（，y　a　comPl℃ilellsive　hist（｝ly
（一）fWestern　art，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Akiya　Takah～｝shi）
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